
エキスパート１ 「大気汚染の原因」 

引用参考 独立行政法人 環境再生保全機構ホームページ 大気汚染の情報館  

 

大気汚染の原因 

大気汚染は、私達が社会活動を行うことに伴って引き起こされます。その主な原因とし

ては、工場などが生産活動を行う際に大気汚染物質が排出される場合と物流や人流など自

動車の使用によって大気汚染物質が排出される場合があります。わが国では、1960年代か

ら 1980年代にかけて工場から大量の二酸化硫黄（SO2）等が排出され、工業地帯など工場

が集中する地域を中心として著しい大気汚染が発生しました。続いて、大都市を中心に自

動車特にディーゼル車から排出される二酸化窒素（NO2）及び浮遊粒子状物質（SPM）によ

る大気汚染が問題となりました。これらの大気汚染物質は、呼吸器に望ましくない影響を

与えるものとされています。 

 

大気汚染物質の種類 

大気汚染物質は、自然に発生（自然発生源）する場合と工場等の固定発生源、自動車等

の移動発生源など私達が社会活動を行うことによって発生する場合があります。 

大気汚染防止法では、工場や事業場の施設ごとの排出規制、指定地域での総量規制、自

動車排出ガスの許容限度の設定などによって大気汚染の防止を図っています。 

規制の対象となっている物質は、ばい煙（硫黄酸化物、ばいじん、有害物質 5種）、粉

じん（一般粉じん、特定粉じん）、自動車排出ガス、特定物質(28物質)、有害大気汚染物

質(248種類、うち指定物質 3物質)、揮発性有機化合物(VOC)などです。 

 

ばいじん、粉じん、浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）とは 

浮遊粒子状物質（SPM）は、大気中に浮遊する粒子状物質のうち、粒径が 10μｍ（1μｍ

は 1ｍの 100万分の 1）以下のものをいいます。微小なため大気中に長期間滞留し、肺や

気管などに沈着して、呼吸器に影響を及ぼします。 

SPMの中でもディーゼル機関からの排気微粒子（DEP）については、従来から発がん性が

疑われていることに加え、最近、動物実験においてぜん息様の病態が認められるなどアレ

ルギー疾患との関連が指摘されており、健康影響などへの早急な対策が求められていま

す。通常、SPMは、直径 10μm以下のものをいいますが、それより小さい、直径 2.5μm以

下のものは、「PM2.5」と呼ばれています。PM2.5は、通常の SPMよりも肺の奥まで入り込

むため、ぜん息や気管支炎を起こす確率が高いとの研究が米国で報告されています。わが

国でも、2009年 9月に環境基準が設定され、環境の監視、対策が講じられています。 

 自動車交通に起因する粒子状物質の削減を図るため、2001年に自動車 NOx法の一部が

改正され、SPMも対策の対象となりました。（自動車 NOx・PM法） 
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左側の文書を読み、「大気汚染の原因」について理解を深めよう。 

 

問１ 大気汚染の原因は何ですか。 

 

 

 

 

 

問２ 大気汚染物質の健康への影響にはどのようなものがありますか。 

 

 

 

 

 

 

問３ 現在はどのような対策がとられていますか。 

 

 

 

 

問４ 大気汚染の原因とその影響、さらにはその対策についてまとめてみよう。 

 （次のグループ学習での発表資料となります。） 

 

 

 

 

 

 

 


